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▼
除
雪
体
制

　

７
月
25
日
、「
小
坂
町
雪
対
策

連
絡
協
議
会
」を
開
催
し
、
今
冬

の
活
動
方
針
や
除
雪
計
画
等
を

説
明
し
、
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
高
齢
者
世
帯
等

の
除
排
雪
作
業
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
自
治
会
内
の
共
助

に
よ
り
取
り
組
ま
れ
て
い
る「
あ

ん
し
ん
除
雪
支
援
事
業
」を
実
施

す
る
と
と
も
に
、「
町
内
除
雪

デ
ー
」へ
の
協
力
な
ど
、
町
民
に

必
要
と
さ
れ
る
施
策
を
引
き
続

き
実
施
し
て
い
く
ほ
か
、
空
き

家
な
ど
か
ら
の
落
雪
対
策
な
ど

に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　

道
路
除
雪
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
と
同
様
、
主
要
な
路
線
を

小
坂
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
に

委
託
す
る
ほ
か
、
大
地
地
区
に

お
い
て
は
引
き
続
き
自
治
会
で

地
域
内
の
除
雪
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
要
望
を
聞
き

な
が
ら
冬
期
生
活
に
支
障
が
生

じ
な
い
よ
う
除
排
雪
作
業
を
実

施
し
、
安
全
で
安
心
な
道
路
を

確
保
す
る
ほ
か
、
町
内
道
路
の

除
雪
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う

に
、
国
・
県
道
を
管
理
す
る
秋

田
県
と
の
連
携
を
、
よ
り
一
層

深
め
安
全
で
円
滑
な
除
雪
を
実

施
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

町
で
は
、
議
会
や
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
得
な

が
ら
、
引
き
続
き
町
民
に
や
さ

し
い
、
満
足
度
の
高
い「
安
心
・

安
全
除
雪
」を
目
指
し
ま
す
。

▼
自
主
防
災
組
織
育
成
指
導
者

研
修
会
に
つ
い
て

　

11
月
14
日
、
町
内
の
自
治
会

を
対
象
と
し
た「
自
主
防
災
組
織

育
成
指
導
者
研
修
会
」を
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
災
害
発
生

時
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
自

主
防
災
組
織
の
結
成
と
育
成
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
秋
田
県
が

主
催
し
て
い
る
も
の
で
、
当
日

は
町
内
21
自
治
会
か
ら
31
名
の

方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
秋
田
大
学
地

域
防
災
減
災
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
の
水
田
教
授
か
ら
、「
秋
田

県
の
歴
史
に
学
ぶ
防
災
・
減
災

の
基
礎
知
識
」と
題
し
て
、
私
た

ち
の
生
活
と
は
切
っ
て
も
切
れ

な
い
自
然
現
象
に
関
す
る
講
話

が
あ
り
、
自
然
災
害
へ
の
備
え

や
災
害
発
生
時
の
心
得
を
学
ぶ

機
会
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
秋
田
地
方
気
象
台
の

小
池
地
域
防
災
官
か
ら
は
、「
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
大
雨
、
そ

の
と
き
ど
う
す
る
？
」を
テ
ー
マ

に
、
気
象
台
か
ら
発
表
さ
れ
る

防
災
気
象
情
報
の
見
方
や
活
用

方
法
を
学
ん
だ
ほ
か
、
風
水
害

発
生
の
お
そ
れ
が
生
じ
た
際
の

避
難
先
や
避
難
経
路
、
安
全
に

避
難
す
る
た
め
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、

声
が
け
が
必
要
な
近
隣
住
民
の

状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
各
自
治

会
の
状
況
を
踏
ま
え
て
話
し

合
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
災
害
に
見

舞
わ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
、

普
段
か
ら
備
え
た
い
」「
命
を
守

る
た
め
に
必
要
な
行
動
を
考
え

た
い
」「
季
節
や
時
刻
、
地
域
の

状
況
を
踏
ま
え
た
避
難
を
考
え

た
い
」な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、

防
災
意
識
の
高
揚
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
当
町
で
は
18
自
治
会

で
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る

防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
に
は
、
相
互
扶
助
が

一
層
重
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、

自
主
防
災
組
織
の
結
成
促
進
が

望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま

す
が
、
組
織
化
が
叶
わ
な
く
て
も
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て

災
害
発
生
時
の
被
害
の
防
止
・

軽
減
に
対
す
る
意
識
高
揚
が
図

ら
れ
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が「
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
」と
の
自

覚
を
持
ち
、
自
ら
の
判
断
で
避

難
行
動
を
と
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
今
後
も
研
修
や
訓
練
な
ど
、

防
災
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

機
会
を
設
け
て
い
き
ま
す
。

▼
道
の
駅
十
和
田
湖
の
オ
ー
プ

ン
に
つ
い
て

　

10
月
10
日
、
竣
工
式
典
は
、

秋
田
県
知
事
を
は
じ
め
、
環
境

省
東
北
地
方
環
境
事
務
所
長
、

国
土
交
通
省
能
代
河
川
国
道
事

務
所
副
所
長
な
ど
、
多
く
の
ご

来
賓
を
迎
え
て
、
挙
行
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
和
田
湖
養
魚
事
業

を
成
功
さ
せ
る
と
と
も
に
、
十

和
田
湖
を
広
く
世
に
知
ら
し
め

た
功
労
者
で
あ
り
、
生
涯
を
十

和
田
湖
開
発
に
捧
げ
、「
十
和
田

湖
開
発
の
父
」と
も
い
わ
れ
て
い

る
和
井
内
貞
行
翁
夫
妻
の
銅
像

除
幕
式
が「
十
和
田
湖
畔
に
和
井

内
貞
行
の
銅
像
を
立
て
る
会
」の

主
催
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

道
の
駅
十
和
田
湖
は
、
青
森

県
と
秋
田
県
の
県
境
に
あ
り
、

小
坂
町
内
に
立
ち
並
ぶ
近
代
化

産
業
遺
産
、
鹿
角
地
域
な
ど
に

点
在
す
る
縄
文
遺
跡
群
へ
向
か

う
玄
関
口
と
し
て
、
さ
ら
に
は
、

秋
田
県
か
ら
青
森
県
の
奥
入
瀬

渓
流
方
面
へ
向
か
う
ド
ラ
イ
ブ

の
中
継
地
点
と
し
て
大
い
に
期

待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

10
月
12
日
か
ら
道
の
駅
十
和

田
湖
が
オ
ー
プ
ン
し
、
12
日
、

13
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
特
設

ス
テ
ー
ジ
で
の
歌
や
踊
り
、
各

種
飲
食
店
の
出
店
な
ど
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
は
紅
葉
の

期
間
も
重
な
り
大
盛
況
で
し
た
。

オ
ー
プ
ン
か
ら
11
月
４
日
の
三

連
休
終
わ
り
ま
で
の
24
日
間
の

　

令
和
６
年
第
７
回
小
坂
町
議
会
が
12
月
４
日
か
ら
11
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
、
条
例
改
正
・

補
正
予
算
等
16
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
町
政
報
告
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。


